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超小型衛星開発プロジェクトが科学技術分野の 

文部科学大臣表彰科学技術賞を受賞しました！ 

 

  超小型衛星開発プロジェクトを指導した本校教員が平成２２年度科学技術分野の文部科学大臣 

表彰科学技術賞理解増進部門を受賞し、昨日表彰式が行われました。 

  理解増進部門は、青少年をはじめ広く国民の科学技術に関する関心及び理解の増進等に寄与し、 

 または地域において科学技術に関する知識の普及啓発等に寄与する活動を行った者を対象に授与 

されるものです。 

 

記 

 

１ 受賞内容   超小型衛星開発プロジェクトによる若年層の科学への理解増進 

 

２  受 賞 者   東京都立産業技術高等専門学校 准教授 石川 智浩 

                同       准教授 中野 正勝 

                同       教 授 若林 良二 

          

３ 受賞業績   本プロジェクトは、中学校卒業後数年のキャリアしか持たない高等専門学校 

学生が本格的な衛星の開発を行うというこれまでに例のない取り組みである。 

最初は専門知識が全くと言って良いほどない学生に対して本件受賞者３名が適 

切な指導・支援を続けることにより、学生たちが自立して設計・開発を行って 

いけるような環境を自ら構築するまでに成長させた。 

 本活動により、低年齢者による本格的な衛星開発という類まれな取り組みが 

評価され、多くのマスメディアに取り上げられるなど、若年層を中心に科学技 

術への関心を高めることに寄与した。 

        

（左から）若林教授 石川准教授 中野准教授  

 

                                                                                    
【問い合わせ先】 

 東京都立産業技術高等専門学校 高専荒川キャンパス   

電話：０３－３８０１－０１４５   
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【参 考】 

 ◎超小型衛星開発プロジェクトとは 

 高等専門学校に在学する１５歳から２２歳までの学生が衛星開発を行うという世界最 

年少クラスの衛星開発プロジェクトです。 

開発した超小型衛星ＫＫＳ－１（Kouku-Kousen-Satellite-1）｢愛称：輝汐（きせき）｣

は、2009 年 1 月の宇宙航空研究開発機構(JAXA)による H－ⅡA ロケットの打ち上げに 

際し、相乗り小型副衛星として搭載され、現在も地球周回軌道上を回っています。

   

  

 

◎輝汐の現在の状況 

  打ち上げから１年２ヶ月が経過した現在も｢輝汐｣は地球を約９０分で１周する軌道 

 を回っています。｢輝汐｣はモールス信号を発しており、その情報は今でも世界中から 

受信報告が届いています。 

  しかし、打ち上げ当初から通信の不具合があり、地上から衛星を操作できない状況 

 が続いています。衛星運用を引き継いだ６名の後輩学生が、通信復旧に向けて懸命の 

努力を続けています。 

   通信が復旧した後は、火薬を使った姿勢制御、写真撮影などのミッションに取り組 

む予定です。 

 
  ◎今後の衛星開発の予定 

   ｢輝汐｣に続き、学生による次の活動として、一辺が３０ｃｍ立方体形状の光通信お 

よび宇宙ロボット衛星を研究開発する予定です。２０１３年を目途に｢輝汐｣と同様、 

H－ⅡA ロケット相乗り衛星として打ち上げることが目標です。 

    

   

超小型衛星開発プロジェクトの学生達 超小型衛星（イメージ） 


